


全国の自治会、町内会がピンチ

観
光
教
育
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を

シニアマイスター経営の 知　恵　◀▶

宿
泊
向
け
融
資
に
注
力

東

京

ス
タ
ー
銀

目
利
き
力
生
か
し
て
助
言

旅
館
、ホ
テ
ル
と
も
増

５
月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

帝国データ調査理由最多は「光熱費上昇」

国 内 主 要
レジャー施設３割超が今年値上げ

今 年 の
食品値上げ

累
計
３
万
品
目
超
す

帝
国
デ
ー
タ

調

査「
過
去
最
大
級
の
ラ
ッ
シ
ュ
」

夏
の
節
電
対
策
は

「
こ
ま
め
な
消
灯
」

帝
国
デ
ー
タ
企
業
調
査

　
三
十
数
年
前
、
東
京
世
田

谷
区
か
ら
横
浜
市
郊
外
へ
移

住
し
た
。
早
速
、
町
内
会
の

入
会
案
内
が
あ
り
、
喜
ん
で

入
会
し
た
。
会
費
の
徴
収
が

あ
っ
た
が
、
各
種
の
町
内
行

事
等
に
つ
い
て
の
広
報
も
親

切
で
文
句
の
つ
け
よ
う
も
な

か
っ
た
。

　
た
だ
、
大
し
た
内
容
で
も

な
い
回
覧
板
が
回
っ
て
き

て
、
ハ
ン
コ
を
押
し
て
隣
の

家
へ
渡
す
。
仕
事
が
多
忙
だ

っ
た
た
め
、
町
内
会
行
事
に

ほ
と
ん
ど
参
加
で
き
な
か
っ

た
。
会
費
さ
え
払
っ
て
お
け

ば
問
題
な
い
と
考
え
て
い
た

が
、
会
則
は
甘
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　
多
忙
で
あ
る
に
加
え
、
家

に
戻
ら
な
い
日
が
増
え
た
。

町
内
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
が

訪
問
さ
れ
、
「
役
員
に
就
任

し
て
ほ
し
い
」
と
の
話
。
私

は
困
惑
す
る
ば
か
り
。
家
に

い
な
い
日
が
多
い
た
め
「
無

理
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
返
答

し
た
。
す
る
と
、
「
脱
会
し

て
い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」
と
ク
ビ
宣
言
。
以
来
、

私
は
退
会
し
た
ま
ま
住
ん
で

い
る
。
代
議
士
に
な
り
、
毎

週
、
選
挙
区
の
大
阪
に
戻
る

仕
事
が
あ
る
た
め
、
自
治
会

の
役
員
就
任
を
断
っ
た
の
だ

が
、
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い

会
則
に
泣
く
。

　
「
火
の
用
心
！
」
の
見
回

り
や
公
園
の
掃
除
、
広
報
誌

配
布
や
集
金
。
役
員
や
会
員

の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
高

齢
化
が
進
み
、
老
人
の
１
人

暮
ら
し
が
増
え
る
ば
か
り
、

役
所
の
人
よ
り
も
町
内
会
の

役
員
の
目
の
方
が
届
く
。
町

内
会
は
役
所
の
下
請
け
で
は

な
い
に
つ
け
、
必
要
な
組
織

で
あ
る
。
移
住
し
た
私
た
ち

は
、
町
内
の
人
々
と
の
親
睦

を
深
め
た
い
と
考
え
た
が
、

主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
ル
ー

ル
だ
っ
た
。

　
ど
う
も
役
員
の
な
り
手
不

足
で
、
厳
し
い
ル
ー
ル
を
守

る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ぬ
。
個
々
の
事
情
が
異
な

る
配
慮
が
あ
っ
て
も
い
い
と

思
う
が
、
昔
か
ら
の
町
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
を
許
さ
な
い

印
象
を
受
け
た
。
寄
付
集
め

に
も
協
力
し
た
が
、
他
の
地

域
か
ら
移
っ
て
来
た
人
に
対

し
て
は
異
分
子
に
映
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ル
ー
ル
通

り
に
町
内
会
を
運
営
す
れ

ば
、
退
会
者
が
増
え
る
ば
か

り
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
頓
着

し
て
い
な
い
様
子
で
、
完
全

に
縁
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る

の
か
、
入
会
要
請
は
全
く
な

い
の
が
寂
し
い
。

　
防
災
活
動
や
災
害
時
の
助

け
合
い
を
考
え
る
と
、
自
治

体
よ
り
も
町
内
会
の
方
が
小

回
り
が
利
く
。
地
域
社
会
の

安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
が
町
内
会

に
入
会
す
る
の
が
理
想
的
で

あ
る
。

　
会
費
の
使
用
目
的
や
予
算

等
は
会
員
に
き
ち
ん
と
報
告

さ
れ
て
い
て
問
題
は
な
か
っ

た
。
運
営
や
活
動
は
、
役
員

の
高
齢
化
に
よ
っ
て
困
難
が

伴
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
災
害
を
視
野
に
入

れ
る
と
町
内
会
や
自
治
会
の

充
実
が
大
切
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
法
律

に
よ
っ
て
運
営
や
活
動
が
定

め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
入

っ
て
い
な
い
住
民
が
入
り
た

い
と
考
え
る
よ
う
な
組
織
に

す
べ
き
で
あ
る
。
自
治
体
が

こ
れ
ら
の
組
織
に
干
渉
で
き

な
い
が
、
１
人
で
も
多
く
入

会
で
き
る
よ
う
な
ル
ー
ル
作

り
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
若
干
で
あ
っ
て
も

町
内
会
に
補
助
金
を
出
し
、

災
害
時
の
助
け
合
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
に
協
力
し
、
き
め

細
か
い
支
援
体
制
を
住
民
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
遠
く
の
親
戚
よ
り
も
近
所

の
他
人
。
助
け
合
い
組
織
を

考
え
た
と
き
、
自
治
会
、
町

内
会
の
存
在
が
大
き
い
。
近

所
づ
き
あ
い
を
奨
励
す
る
意

味
で
も
、
こ
れ
ら
の
組
織
を

再
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
団
体
が
曲
が
り
角

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
体
が

沈
黙
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で

は
困
る
。
危
機
管
理
上
、
自

治
会
や
町
内
会
が
必
要
だ
と

い
う
認
識
が
求
め
ら
れ
る
。

　

歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

全
体
の
３
割
を
占
め
る
現

在
、
全
国
の
自
治
会
や
町
内

会
は
ピ
ン
チ
を
迎
え
て
い

る
。
集
合
住
宅
が
増
え
、
そ

の
内
部
の
自
治
会
も
あ
り
、

町
内
会
に
入
会
す
る
の
は
面

倒
く
さ
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
町
内
、
地
域
の
協
調
を

考
え
れ
ば
、
活
性
化
の
た
め

に
も
入
会
者
の
増
加
が
望
ま

し
い
。

　
町
内
会
主
催
の
盆
踊
り
、

運
動
会
等
が
な
く
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
面
に
お
い

て
も
弊
害
が
生
じ
る
。
地
域

を
「
ふ
る
さ
と
」
と
思
わ
な

い
人
た
ち
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、
血
の
通
わ
な
い

社
会
を
創
る
こ
と
に
な
る
。

近
所
づ
き
あ
い
ま
で
も
が
面

倒
く
さ
い
と
思
う
人
た
ち
が

多
く
な
り
、
人
間
性
く
さ
さ

の
な
い
社
会
に
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
。
も
う
一
度
、
田

舎
暮
ら
し
の
実
感
で
き
る
町

を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
―
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
代
表
さ
れ

る
生
成
系
Ａ
Ｉ
と
人
間
は
ど
の
よ
う

に
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
議
論
が
活
発
化

し
て
い
る
。
観
光
業
界
に
お
い
て
も

同
様
で
、
既
に
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
サ
ー

ビ
ス
が
開
発
さ
れ
、
今
後
、
生
成
系

Ａ
Ｉ
の
活
用
が
容
易
に
予
想
さ
れ

る
。

　
一
方
で
、
大
学
の
観
光
教
育
の
場

面
に
お
い
て
、
観
光
と
Ａ
Ｉ
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
を
専
門
的
に
学
べ
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

理
工
学
系
の
専
門
教
育
に
お
い
て
観

光
を
テ
ー
マ
に
分
析
、
研
究
さ
れ
る

こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
観
光
の
諸
要

素
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
た
上

で
、
そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
力
を
用
い
て
分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
や
実
装
を
す
る
観
光
教
育

は
、
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
と
言
っ
て
よ
い
。

　
日
本
の
大
学
に
お
け
る
観
光
系
学

部
の
開
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
２
０
０
３

年
の
観
光
立
国
宣
言
を
契
機
と
し
、

高
度
な
観
光
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
育
内
容
は

観
光
場
面
で
の
即
戦
力
と
な
る
実
務

教
育
に
偏
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
観
光
地
、
ホ
テ
ル
、
旅

行
会
社
、
交
通
、
サ
ー
ビ
ス
に
役
立

つ
人
材
は
、
今
日
で
も
喉
か
ら
手
が

出
る
ほ
ど
欲
し
い
即
戦
力
か
も
し
れ

な
い
。し
か
し
、そ
の
教
育
思
想
は
、

現
状
を
後
追
い
す
る
教
育
思
想
へ
と

変
化
し
、
観
光
を
取
り
巻
く
よ
り
大

き
な
社
会
や
学
問
領
域
の
動
向
を
切

り
離
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
っ
た
。
結
果
、
今
日
の
大
学
に

お
け
る
観
光
教
育
は
、
将
来
を
予
測

し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
産

む
教
育
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
未
来
の
観
光
に
よ
り
多
様
な
知
識

や
経
験
、
技
術
の
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
一
つ
に
Ａ
Ｉ

開
発
な
ど
を
含
め
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
培
う
教
育

が
あ
る
。
既
に
社
会
で
は
人
流
デ
ー

タ
・
サ
ー
ビ
ス
が
乱
立
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
具
体

的
な
施
策
へ
と
展
開
さ
せ
、
継
続
的

に
効
果
検
証
を
し
て
い
る
観
光
組
織

は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
サ

ー
ビ
ス
提
供
側
も
具
体
的
な
観
光
施

策
へ
の
貢
献
に
対
し
て
は
手
探
り
の

状
況
で
あ
る
。

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
き

た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
、
そ
ろ

そ
ろ
観
光
教
育
に
お
い
て
も
主
要
な

も
の
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　
（
横
浜
市
立
大
学
国
際
教
養
学
部

准
教
授
　
有
馬
貴
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

（５） 第３１８４号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）８月１日（火曜日）

　
経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
今
年
５
月
の
第
３

次
産
業
活
動
指
数
（
２
０
１

５
年
＝
１
０
０
、
季
節
調
整

値
）
は
、
宿
泊
業
が
前
月
比

１
・
６
％
減
の
１
１
４
・
０
。

こ
の
う
ち
旅
館
が

・
６
％

増
の

・
６
、
ホ
テ
ル
が


・
９
％
増
の
１
４
８
・
２
と
、

と
も
に
増
加
し
た
。
第
３
次

産
業
全
体
は
１
・
２
％
増
の

１
０
２
・
０
。
「
総
じ
て
み

れ
ば
第
３
次
産
業
活
動
は
持

ち
直
し
て
い
る
」（
同
省
）。

　
調
査
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
の
生
産
活
動
を

総
合
的
に
捉
え
た
も
の
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

旅
行
業
が
１
・
３
％
減
の


・
８
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

が

・
１
％
増
の
１
０
５
・

９
。
海
外
旅
行
が
６
・
７
％

増
の

・
２
。
外
人
旅
行
が


・
８
％
増
の
１
９
１
・
５
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は

・
２
％
減
の

・
３
。

航
空
旅
客
運
送
業
は
７
・
７

％
減
の

・
０
。
道
路
旅
客

運
送
業
は
２
・
８
％
増
の


・
１
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た

観
光
関
連
産
業
全
体
は

・

１
％
増
の
１
０
４
・
４
。

　
東
京
ス
タ
ー
銀
行
は
、
宿

泊
施
設
な
ど
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
分
野
向
け
融
資
に
注
力
し

て
い
る
。
業
界
に
精
通
し
目

利
き
力
を
持
つ
専
門
行
員
を

擁
し
、
投
資
家
や
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
（
運
営
会
社
）
、
外
銀

な
ど
と
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
構
築
。
自
治
体
へ
の

支
援
に
も
取
り
組
む
。

　
同
行
は
４
月
、
和
歌
山
県

か
ら
「
宿
泊
施
設
誘
致
促
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
選
定
を

受
け
、
１
年
か
け
て
高
級
ホ

テ
ル
の
適
地
選
定
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
協
力
す

る
。
南
紀
白
浜
や
熊
野
古
道

な
ど
観
光
資
源
を
生
か
し
て

旅
行
者
の
増
加
に
つ
な
げ

る
。

　
専
担
部
署
の
新
設
は
２
０

１
１
年
。
外
国
人
旅
行
者
の

増
加
や
国
内
外
か
ら
の
宿
泊

施
設
向
け
投
資
拡
大
を
受
け

て
発
足
し
た
。

年
４
月
に

は
「
不
動
産
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

部
」
（
岸
田
豊
彦
執
行
役
部

長
以
下

人
）
に
改
組
。
部

内
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
ラ
イ
ン
」
（
行

員
９
人
）
を
中
心
に
、
海
外

投
資
家
向
け
案
件
な
ど
で

は
、
外
国
語
に
堪
能
な
メ
ン

バ
ー
を
擁
す
る
「
不
動
産
ノ

ン
リ
コ
ー
ス
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ラ
イ
ン
」
（
行
員
７
人
）
の

支
援
も
得
て
い
る
。

　
手
掛
け
る
案
件
は
５
つ
星

な
ど
高
級
ホ
テ
ル
や
運
営
方

法
の
改
善
で
収
益
向
上
が
見

込
め
る
「
良
質
な
施
設
」

（
岸
田
執
行
役
部
長
）
。
融

資
先
は
宿
泊
施
設
の
所
有
者

で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ
ァ
ン

ド
や
不
動
産
投
信
、
超
富
裕

層
な
ど
海
外
投
資
家
が
多

い
。
新
築
の
ほ
か
、
事
業
承

継
や
廃
業
先
の
再
開
業
な
ど

既
存
施
設
向
け
案
件
に
も
応

じ
る
。

　
金
額
は
１
件

億
円
か
ら

１
０
０
億
円
超
ま
で
幅
広
く

扱
う
。
購
入
額
と
収
益
見
込

み
を
勘
案
し
、
投
資
額
の


～

％
を
め
ど
に
実
行
。
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
創

出
能
力
に
着
眼
し
た
ノ
ン
リ

コ
ー
ス
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用

し
て
い
る
。

　
近
年
は
施
設
所
有
者
が
ノ

ウ
ハ
ウ
に
た
け
た
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
（
運
営
会
社
）
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
契
約
を
結
ん
で
実

務
を
託
す
事
例
が
増
加
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
未
契
約
の
所

有
者
に
は
同
行
が
紹
介
す

る
。
施
設
運
営
の
巧
拙
が
収

益
に
直
結
す
る
た
め
、
与
信

判
断
で
は
事
業
計
画
の
聞
き

取
り
を
通
じ
た
目
利
き
を
重

視
。
施
設
の
集
客
方
法
や
平

日
・
休
日
の
稼
働
率
見
込
み

な
ど
を
基
に
、
事
業
計
画
の

基
礎
と
な
る
売
り
上
げ
達
成

に
向
け
た
戦
略
を
運
営
会
社

と
同
じ
目
線
で
精
査
す
る
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
チ
ー
ム
の
能

力
や
経
歴
も
見
極
め
る
。

　
国
内
外
を
問
わ
ず
施
設
の

現
地
視
察
も
欠
か
さ
な
い
。

都
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

場
合
は
立
地
や
築
年
数
、
内

装
な
ど
を
確
認
。
さ
ら
に

「
集
客
が
見
込
め
る
ブ
ラ
ン

ド
か
」
「
自
動
送
客
が
見
込

め
る
会
員
制
度
が
あ
る
か
」

な
ど
、
業
態
に
応
じ
て
チ
ェ

ッ
ク
す
る
。
開
業
後
も
営
業

実
績
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
推
移
を
原
則
、
月
次
で
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　

年
１
月
に
は
米
国
ハ
ワ

イ
州
マ
ウ
イ
島
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
向
け
案
件
に
も
参

加
。
米
国
の
投
資
家
が
既
存

ホ
テ
ル
の
改
装
を
計
画
し
、

米
銀
が
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー

ン
を
組
成
し
た
。

　
「
米
国
は
ホ
テ
ル
先
進
国

で
、
将
来
の
対
日
進
出
の
際

に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
立
つ
」

（
岸
田
執
行
役
部
長
）
と
コ

ロ
ナ
禍
前
に
は
担
当
行
員
４

～
５
人
が
年
間
、数
回
渡
米
。

当
該
施
設
や
競
合
先
ホ
テ
ル

の
視
察
を
兼
ね
て
現
地
の
外

銀
を
訪
問
し
、
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト
ロ
ー
ン
の
案
件
紹
介
を
依

頼
し
て
き
た
成
果
が
実
っ

た
。

　
来
日
し
た
投
資
家
か
ら
大

手
欧
米
銀
役
員
の
紹
介
を
受

け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
築

い
た
外
銀
約

行
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
同
行
の
貴
重
な

財
産
と
な
っ
て
い
る
。
岸
田

執
行
役
部
長
は
「
国
内
で
は

良
い
施
設
で
も
追
加
投
資
が

な
く
競
争
力
を
失
う
事
例
が

多
い
。
海
外
か
ら
も
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ー
を
求
め
、
再
生
す
れ

ば
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
。

地
銀
と
も
協
力
関
係
を
深
め

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
〈
ニ
ッ
キ
ン
〉
）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
７

月
、
全
国
の
企
業
に
行
っ
た

「
夏
の
電
力
使
用
量
の
削
減

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
、

電
気
料
金
値
上
げ
、
節
電
要

請
へ
の
対
応
策
は
「
こ
ま
め

な
消
灯
」
が
７
割
近
く
に
上

り
、
最
も
多
か
っ
た
。
オ
フ

ィ
ス
で
推
奨
す
る
夏
場
の
冷

房
温
度
は
平
均

・
２
度
だ

っ
た
。

　
自
社
に
お
け
る
電
気
使
用

量
の
削
減
お
よ
び
電
気
料
金

値
上
げ
へ
の
対
応
策
（
検
討

含
む
）
を
複
数
回
答
で
聞
い

た
。
ト
ッ
プ
は
「
こ
ま
め
な

消
灯
」
で
、

・
４
％
が
回

答
。
以
下
、
「
ク
ー
ル
ビ
ズ

の
実
践
」
（

・
０
％
）
、

「
消
費
電
力
の
少
な
い
製
品

・
設
備
の
導
入
」
（

・
２

％
）
、
「
空
調
な
ど
の
温
度

設
定
の
見
直
し
」
（

・
５

％
）
、
「
オ
フ
ィ
ス
の
照
明

を
落
と
す
」
（

・
７
％
）

が
続
い
た
。

　
自
社
で
推
奨
す
る
夏
場
の

オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
冷
房
温

度
は
「

度
」
が

・
７
％

と
ト
ッ
プ
。
「

度
」
（


・
９
％
）
、
「

度
」
（


・
７
％
）
、
「

度
」
（


・
１
％
）
が
続
い
た
。

　

～

度
を
推
奨
す
る
企

業
が
９
割
近
く
に
上
る
。
平

均
の
冷
房
温
度
は

・
２
度

と
な
っ
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
食
品
主
要
１

９
５
社
の
価
格
改
定
動
向
調

査
で
は
、
家
庭
用
を
中
心
と

し
た
飲
食
料
品
の
今
年
の
値

上
げ
品
目
数
は
７
月

日
ま

で
の
判
明
ベ
ー
ス
で
累
計
３

万
９
品
目
と
、
３
万
品
目
を

超
え
た
。
「
記
録
的
な
２
０

２
２
年
（
２
万
５
７
６
８
品

目
）
を
上
回
り
、
過
去
最
大

級
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
」
と

同
社
。

　

月
は
酒
類
な
ど
を
中
心

に
３
７
１
６
品
目
が
既
に
値

上
げ
予
定
。
最
大
で
１
年
前

と
同
水
準
の
８
千
品
目
台
に

到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
同
社
は

「

月
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か

に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
、

年

よ
り
１
万
品
目
多
い
３
万
５

千
品
目
前
後
が
想
定
さ
れ

る
」
と
見
る
が
、
「
上
昇
が

続
く
電
気
代
の
先
行
き
は
不

透
明
な
ほ
か
、
人
件
費
の
上

昇
、
円
安
に
よ
る
輸
入
物
価

の
押
し
上
げ
な
ど
潜
在
的
な

値
上
げ
要
因
の
解
消
は
で
き

て
い
な
い
。
年
末
か
ら
来
年

初
頭
も
断
続
的
な
値
上
げ
の

動
き
が
続
く
と
見
ら
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
国
内
主
要
レ

ジ
ャ
ー
施
設
（
遊
園
地
、
テ

ー
マ
パ
ー
ク
、
水
族
館
、
動

物
園
）
の
価
格
調
査
に
よ
る

と
、
３
割
超
の
施
設
が
今
年

に
入
り
値
上
げ
。
価
格
改
定

の
理
由
は「
光
熱
費
の
上
昇
」

が
最
も
多
い
。

　
国
内
１
９
０
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
を
調
査
し
た
。
こ
の
う

ち

・
２
％
に
当
た
る

施

設
が
昨
年
以
降
、
入
場
料
な

ど
の
チ
ケ
ッ
ト
代
を
値
上

げ
。
ま
た

・
１
％
に
当
た

る

施
設
が
今
年
に
入
っ
て

の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
値
上
げ
の
割
合
を
施

設
の
種
類
別
で
見
る
と
、
遊

園
地
が

・
８
％（

施
設
）

と
最
も
多
く
、
以
下
、
水
族

館

・
２
％
（

施
設
）
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク

・
９
％

（
７
施
設
）
、
動
物
園

・

０
％
（

施
設
）
の
順
。

　
チ
ケ
ッ
ト
の
値
上
げ
は
見

送
っ
た
も
の
の
、
駐
車
場
代

や
場
内
で
の
フ
ー
ド
・
ド
リ

ン
ク
サ
ー
ビ
ス
の
値
上
げ
、

来
年
以
降
に
値
上
げ
を
計
画

す
る
施
設
も
あ
っ
た
。

　
今
年
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
全
体
の
平
均
価
格
（
入

場
料
）
は
１
６
１
２
円
。
前

年（
１
５
４
０
円
）に
比
べ
、

４
・
７
％
（

円
）
上
昇
し

た
。
遊
園
地
の
フ
リ
ー
パ
ス

の
平
均
価
格
が
４
２
１
３

円
、
上
昇
幅
５
・
１
％
（
２

０
６
円
）
と
他
の
施
設
に
比

べ
て
大
幅
な
価
格
ア
ッ
プ
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
値
上
げ
の

施
設
の

う
ち
、
価
格
改
定
の
理
由
が

判
明
し
た

施
設
で
そ
の
要

因
を
見
る
と
、
「
光
熱
費
の

上
昇
」
が

施
設
と
最
も
多

か
っ
た
。

　
遊
園
地
で
は
遊
具
の
稼
働

に
、
水
族
館
や
動
物
園
で
は

飼
育
の
た
め
の
ポ
ン
プ
や
空

調
機
器
の
稼
働
に
電
気
を
消

費
す
る
。
こ
れ
ら
電
気
の
節

減
は
難
し
く
、
電
気
代
の
値

上
げ
が
運
営
面
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
か
ら

価
格
の
値
上
げ
に
踏
み
切
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
施
設
が

多
く
見
ら
れ
た
。

　
ほ
か
に
、
「
物
価
・
諸
経

費
の
上
昇
」
（

施
設
）
、

「
餌
代
・
飼
育
代
の
高
騰
」

（

施
設
）
、
「
混
雑
の
緩

和
」
（
４
施
設
）
な
ど
が
要

因
に
あ
が
っ
た
。


